



Birds on the Tsushima Islands, Nagasaki Prefecture
Tetsuo YAMAGUCHIand Makoto KAMOGAWA
Abstract
The avifauna of Tsushima Islands consists of 217 species belonging to 49 families. In this
enumaration, six species are included, which are not recorded recently. The immigration and
nesting seasons are given in the table for each of the enumarated birds. The habitat conditions
and other noteworthy facts are also given in the text. In Tsushima Islands, 21 per cent of the
birds are resident birds and 77 per cent are migratory ones.
The features of the avifauna can be summarized as follows. (1) Some of the winter birds
stay through the summer season in the islands, (2) the Ord. Accipitres abounds as compared
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生息期, - -繁殖期, *著者らは直接観察していない｡
Ⅴ対馬産鳥類目録
Family 1. CORVIDAEカラス科
1. Corvus levaillantii japonensis BONAPARTE -シブトガラス(じがらす)








2. Corvus levaillantii mandshuricus BUTURLINチョウセンハシブトガラス
(わたりがらす)







殖することがある｡ (豊玉村曽の高こぶし山, 1965, V, 26:観察)
繁殖地:曽,唐州｡
3. Corvus corone orientalis EVERSMANハシボソガラス




4. Corvus frugilegus pastirator GOULDミヤマガラス(ちょうせんがらす,せんばがらす)















6. Garrulus glandarius namiyei KURODAツシマカケス(がLがし)
上県町佐護, 1964, n, 3 :採集,同地の緒方義雄氏宅のネコが捕えた｡測定,噴峰50mm,










7. 0riolus chinensis diffusus SHARPEコウライウグイス











>. Passer montanus saturatus STEJNEGERスズメ(いえすずめ)





9. Coccothraustes coccothraustes japonicus TEMMINCK & SCHLEGELシメ(まめ
まわし)
冬鳥として上県町佐護, 1961, XI, 16: 15羽の1群および他に2群8羽｡美津島町難知およ
び豊玉村曽,千尋藻開, 1966, XI, 6 :16羽1群,豊玉村糠1966, IV, 29:16羽, 6羽,
15羽の5群など各地の落葉広葉樹林中のエノキ,ムクノキなどの果実を採食しているのを連日
観察する｡波去時期の4月下旬には,地上に降りて採食している｡生息数は割合に少ない｡
10. Eophona personata personata (TEMMINCK & SCHLEGEL)イカル
旅烏?冬鳥かD上県町佐護友谷, 1965, H, 17: 6羽一群, 3-5日間観察｡豊玉村千尋
藻, 1966, 1, 2 : 5羽の群れなどが村落付近のエノキの果実を採食するのを観察したが個体
数は少ない｡
ll. Eophona migratona migratoria HARTERTコイカル
上県町佐護友谷, 1963, El, 10: 0測定,噴峰19m,翼長101mn,附択20mm尾長55mm,上
58 山口鉄男・鴨川誠
県町佐護恵古, 1963, I, 27:令,喋峰19mm,翼長97mm,附蹟23mm,尾長71mmを採集,冬鳥と
して渡来するが,同町友谷で落葉広葉樹林で採食中, 1962, W, 3 : 3羽の1群を観察したこ
とがある｡冬期には,エノキ, -ルニレ,ムクノキなどで採食中の群れをよくみかけるが,個
体数は少なくない｡
12. Chloris sinica Kawarahiba (TEMMINCK)オオカワラヒワ
堀川安市編(長崎県脊椎動物目録, 1963)に記録されているが,著者らはいまだ観察してい
ない｡
13. Chloris sinica minor (TEMMINCK & SCHLEGEL)コカワラヒワ
豊玉村千尋藻, 1966, m, 26,測定,喋峰10mm,翼長80mm,射既13mm,尾長52mm,尾羽数12
枚含,全島各地の村落・山地に広く生息する｡この烏の特微を観察すると,チョウセンカワラ
ヒワC. sinica ussuriensis HARTERT. 1903に類似していた.スギ樹枝上に営巣｡
繁殖地:全島各地｡
14. Carduelis spinus (LINNE)マヒワ(ひわ)
冬鳥として全島各地の村落付近,農耕地,林縁などに生息し,特に1 -2月Lfiには群れて採
食しているのを観察する｡しかし,渡来数は少ないようである｡
15. Pyrrhula pyrrhula gnseiventris LAFRESNAYEウソ
冬鳥として12月頃までには渡来し,上県町佐謹井口部落付近の山地,常緑・落葉広葉樹林
内に&.且する. 2月頃には小群で採食するが,個体数はきわめて少ない｡
16. Pyrrhula pyrrhula rosacea SEEBOHMアカウソ
清棲図鑑に記載されていて1891,刃の記録になっているが,著者らはいまだ観察してな
い｡対馬で｢ひうそ｣という名称をよく聞くが,本種のことではなかろうかと考える｡
17. Fringilla montifnngilla LINNEアトリ
清棲囲鑑および鴨川対馬野鳥目録(1965)に倉成栄吉氏が冬鳥として記録しているが,著者
らはまだ観察していない｡





































































































19. Emberiza spodocephala personata TEMMINCKアオジ
全島各地の村落付近の潅木林の茂みの中.林縁,山地,落莫広葉樹林などに冬鳥として渡来
する普通の種である｡
20. Emberiza sulphurata TEMMINCK & SCHLEGELノジコ
全鳥の山地,林縁,竹薮などに,またi県町佐護友谷, 1962, XI, 1 : 4羽1963,コ皿,
1 : 5羽,同町恵古, 1963, m, ll: 2羽,他に上県町佐須奈,上対馬町豊で各3羽,叛原町
小茂田,瀬,久和で5羽,計18羽を観察した｡


















































































N0.8は上県町佐護恵【',-, 1962, I, 28:採集,他全島各地の村落付近,農耕地,林縁およ
び雑木林の茂みの中などに周年生息し,対馬に生息する鳥種のうち最も多い｡雑木林床で営巣
繁殖する｡全鳥各地｡
22. Emberiza mstica latifascia PORTENKOカシラダカ
冬鳥として全島各地のI吊也,落葉広葉樹林, :T一地の雑木林,林縁から農耕地まで広く生息
し,冬期には普通に観察することができる｡














25. Emberiza yess06nsis yessoensis (SWINHOE)コジュリン
豊玉村唐州, 1966, ¥I, 9 : 5羽を農耕地付近で観察した｡また同村千尋藻付近の林縁で,
1967, IE, 28: 1羽8捕獲,測定,喋蜂11mm,翼長65mm,附疏20mm,尾長56mm,その後,乙r'n
校への通勤の途中,農耕地付近の林縁などで,ミヤマホオジロ,イイジマホオジロとの混群で
本種を連日観察することができたが, IV, 16, 3羽が終認となった｡本島には渡り時季に飛来
するOこれらのことを明らかにするにはこれからの調査が必要であろう｡九州本土での記録が
ないだけに分布上たい-ん興味ある問題である｡
26. Emberiza schoeniclus nortoniensis GMELINオオジュリン




27. Alauda arvensis pekinensis SWINHOEオオヒバリ
厳原中学保管,厳原町, 1950, X, 5 :採集,測定,嚇蜂12mm,翼長103m,肘庶25mm,描
長63mmがあるが,清棲図鑑,宇田川図鑑などの測定には達してないが,体の上面,下面の特徴
は本種に近いので記録することにした｡
28. Alauda arvensis japonica TEMMINCK & SCHLEGELヒバリ




29. Eremophila alpestris Flava (GMELIN) -マヒバリ





30. Anthus hodgsoni hodgsoni RICHMONDピンズイ
冬鳥として全島各地の農耕地に生息する｡上県町佐護, 1962, "VII, 20, VI, 15: 6羽の一
群, 1963, 10: 14羽の一群など一部が滞留し,越夏している｡冬期には普通に観察できる
種である｡
31. Anthus spinoletta japonica TEMMINCK & SCHLEGELタヒバリ
上県町佐護,仁田,豊玉村仁位,曽,上対馬町大浦,美津島町先知などの農耕地に冬鳥とし
て渡釆,群れをなして生息する｡生息範囲は局地的ではあるが,普通に観察できる｡




1963, I, 6 :60数羽, 1963, IV, 29:26羽,豊玉村曽, 1967, IV, 13:39羽以上の群などが
通過する｡
33. Motacilla alba lugens GLOGER -クセキレイ
全島各地の海岸,砂浜,河川の砂礫地や村落の農耕地などの水辺付近に冬鳥として渡来し,
冬季間は小群で生息することが多い｡厳原町中茂田の耕起された水田に, 1965, V, 5 : 1羽
を観察した他,夏季にも観察できた｡
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ヤマガラより下面の羽色が濃く,上面はわずかに暗緑色をおびる｡
繁殖地:上県町佐護,御岳,豊玉村曽,千尋藻,厳原町厳原の有明山｡
39. Parus atncapillus restrictus HELLMAYRコガラ
上県町佐護深山, 1964, n, 2 :谷採集,測定,嘱峰9mm,翼長68mm,附庶17mm,尾長
対馬の鳥類 43
56*佐護友谷,御岳などに旅烏として飛来したが,その数は少なくない.
40. Parus ater teraokai (KURODA)ツシマヒガラ















42. Lanius sphenocercus sphenocercus CAI】ANISオオカラモズ
厳原小保管標本,測定,喋峰16mm,翼長120mm,蹄蹟33mm,尾長は欠損のため測定してな
い｡この標本が本島産のものかどうか,また採集年月日もラベルが貼付してないため判明しな



































45. Lanius cristatus supercihosus LATHAMアカモズ





46. Bombycilla garrulus Centralasiae POLJAKOVキレンジャク
日本野鳥の会が昭和40年秋から41年春にかけて渡来したレンジャク類についての情報をまと
めた｡ (同会誌Vol.31. No.6. p.55鴨川),豊玉村哲,千尋藻, 1966, IV, 20:76羽,同




47. Bombycilla japonica (SIEBOLD)ヒレンジャク
厳原小学校保管標本測定,喋峰9mm,蒐長103mm,府政18mm,尾長63mm,産地は本島産の
ものであるか明確でない｡前種と同様,同会誌に報告がある｡豊玉村, 1966, E, 24:20羽,




































































50. Pericrocotus roseus divaricatus (RAFFLES)サンショウクイ

















53. Miscicapa griseisticta (SWINHOE)エゾピタキ










55. Muscicapa mugimaki TEMMINCKムギマキ

























15 59 i 1967.W.19
場所
豊玉村和多都
美
同上
同上
足環番号
F-1272
繁殖地:佐護,仁位和多都美,御岳などで繁殖している｡佐護では恵古の島本氏宅前の小川
沿の杉の大木の根元に営巣したこともある｡
